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第１章 上位・関連計画の整理

１．上位計画の整理

（１）尾張都市計画区域マスタープラン
『尾張都市計画区域マスタープラン＊』は、愛知県が一市町村を越えた広域的な見地から、尾張都

市計画区域＊（一宮市、春日井市、犬山市、江南市、小牧市、稲沢市、岩倉市、大口町、扶桑町）に
おける区域区分＊をはじめとした都市計画の基本的な方針を定めるものです。

１）都市づくりの基本理念

２）都市づくりの目標

■リニア新時代に向けた地域特性を最大限活かした対流の促進に向けた主な目標
・歴史・文化資源、国営木曽三川公園をはじめとするスポーツ・レクリエーション資源などの

地域資源を活かした地域づくりを進め、様々な対流を促進し、にぎわいの創出を目指します。

■大規模自然災害等に備えた安全安心な暮らしの確保に向けた主な目標
・災害危険性の高い地区では、防災・減災の観点から土地利用の適正な規制と誘導を図ります。

■自然環境や地球温暖化に配慮した環境負荷の小さな都市づくりの推進に向けた主な目標
・中央部や南西部の農地、東部の樹林地などの緑地では無秩序な開発を抑制するなど、適正な

土地利用の規制・誘導を図り、豊かな自然環境を保全します。

将来都市構想図

「元気」
優れた広域交通体系により、航空宇宙産業をはじめとする産業の集積、多くの

歴史・文化資源や豊かな自然環境などの多様な地域資源を活かし、多方面からヒ
ト・モノなどが集まる都市づくりを進めます。

「暮らしやすさ」 地域のコミュニティと生活に必要な都市機能を維持しながら、さらなるスプロ
ール＊化を抑制し、歩いて暮らせる生活圏が形成された都市づくりを進めます。

広域からヒトやモノが集まるとともに、
歩いて暮らせる身近な生活圏が形成された都市づくり
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（２）愛知県広域緑地計画
■計画の理念
○緑は、生物多様性＊の保全、都市環境の改善、防災・減災、レクリエーション、景観形成など、

極めて多くの機能を有し、私たちの暮らしはその恩恵の上に成り立っています。また、緑は、人々
の五感に働きかけ、ストレス軽減や癒やしなど心理面に作用する機能があることも知られており、
私たちの生活と深くかかわり、欠くことのできない存在です。

○これまでは、緑の量の拡大を重点的に進めてきたところですが、これからは、緑の多様な機能が
最大限に発揮できるように適切なメンテナンスを行うことや、緑の多様性を維持するための配慮
を行うなど、目的に応じて緑の「質」を高めていくことが求められています。

○また、地域の特性にあわせて、多様な主体との連携や協働を充実させて、良好な緑を活用し、魅
力的なまちづくりを進めていく視点も重要となってきます。

○そこで、計画の理念を、「緑の質を高め」、「多様な機能を活用」し、良好な生活環境や健康的な
暮らし（「豊かな暮らし」）の基盤（「支える」）となる緑を多様な主体と共に連携・協働し、活用
していく取組みの推進（「あいちの緑づくり」）を目指し、以下の通りとします。

■３つの緑の基本方針

４.計画 理念 

－ 81 － 
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豊かな暮らしを支える あいちの緑づくり

～緑の質を高め 多様な機能を活用～ 

５.緑の基本⽅針 
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5.3 ３つの緑の基本方針

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図59 いのちを守る緑のイメージ 

 

 

Keyword：
「防災・減災」「⽣物多様性の確保」「⽔と緑のネットワーク」「意識・啓発」 

誰もが安⼼して利⽤できる公園 

郊外農地（貯留機能） 

防災活動拠点・避難場所

⼟砂災害防⽌
に資する緑 

⽣物の⽣息空間 

保⽔機能の維持
に資する緑

～基本方針１～ 

緑の恩恵を享受し、⾃然と調和し災害にも強い緑の都市づくり 

○⼈にとっても⽣き物にとっても「緑」は⽋かせない存在であることの共通認識を図
り、緑を育む⾏動へと結びつけます。 

○都市づくりと連携しながら、緑が有する防災・減災機能を発揮し、私たちの安全・安
⼼な暮らしを確保します。 

○⽔と緑のネットワークの形成と⽣物多様性の確保に向けた取組をさらに推進し、都市
に暮らす私たちが、⾃然にいきる⽣き物とともに快適に暮らせるよう、まちと⾃然が
調和した持続可能な都市の緑づくりを⽬指します。 

遊⽔機能を持つ緑

⽔と緑のネットワークを形成する河川

５.緑の基本⽅針 

－ 85 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図60 暮らしの質を高める緑のイメージ 

  

Keyword：
「ＱＯＬ（⽣活の質）」「健康増進・健康維持に資する緑」 
「花と緑のまちづくり」「⾼齢者・⼦育て⽀援」 

壁⾯緑化・屋上緑化

質・量ともに 
充実した公園 

⾃然とふれあう遊び
と学びの場

花と緑のまちづくり

都市内の緑 
（駐⾞場の緑化） 

⼼⾝の健康増進に資する緑
とオープンスペース

⾝近な公園都市内の緑 
（樹林地） 

～基本方針２～ 

良好な⽣活環境とＱＯＬ（⽣活の質）を⾼める緑の空間づくり 

○多様なニーズやライフスタイルがある中で、緑により誰もが居⼼地が良い空間を
創出し、県⺠の⽣活の質の向上に資する緑づくりを進めます。 

○⼼⾝の健康にとって必要となる⾃然との触れ合いの場や、公園などのオープンス
ペースの充実を図ります。 

○四季の移ろいを感じられる花と緑の活⽤や、⾃然を⾝近に感じられる場の創出を
図り、⾵情があり安らぐ緑の空間づくりを進めます。 

５.緑の基本⽅針 
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図61 交流を生み出す緑のイメージ 

  

Keyword：
「地域コミュニティ」「交流」「歴史・地域資源」「イベント」 
「連携・協働」「マネジメント」 

緑を活かした特⾊ある景観

地域コミュニティ
を育む緑 

多様な主体による活動の場

神社仏閣の緑

歴史公園

地域資源となる保存樹 

地域資源となる緑

～基本方針３～ 

多様な主体との連携と地域の特性を活かす緑づくり 

○交流を通じてコミュニティを醸成し、県⺠の暮らしに彩りを添えることの出来る
緑の創出と活⽤を進めます。 

○愛知らしい固有の緑を効果的に活⽤・ＰＲすることで、地域の特⾊を活かした魅
⼒向上を図ります。 

○多様な主体が相互にコミュニケーションを図りながら連携・協働し、緑の魅⼒や
ポテンシャルを引き出す緑づくりを⽬指します。 
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（３）稲沢市ステージアッププラン
『稲沢市ステージアッププラン』は、本市の都市づくりに関する行政運営全般の最上位計画であり、

基本的な方針と施策、事業を定めています。

１）基本的な方向性

20

Ⅱ－４　まちづくりへの展開

基本政策分野の設定

近年、顕在化する社会問題は、従来の行政組織の業務領域を越えることが多くなり、複数の組
織による連携した取組みが求められるケースが増えています。例えば、子どもの問題に対して出
産や子育て、教育、さらには結婚などの展望を持てることが必要とされていること、あるいは、
高齢化に伴う社会保障費の増大を抑制するために健康寿命※を延ばす視点からの取組みが必要と
されていることなどがあります。
本プランでは、まちづくりに係る政策を市民目線から見た社会問題として分類し、10の基本
政策分野として振り分けます。各分野について、それぞれ方針を掲げるとともに、その方針に基
づき各種政策の取組みを講じていきます。

稲沢市ステージアッププランの基本政策分野

まちの基盤づくり 土地利用・住宅 道路整備・公共交通 公園・緑地

生活環境 環境保全 循環型社会の形成 上下水道・環境施設

子育て・教育 子育て家庭への支援・
青少年健全育成 保育・幼児教育 学校教育

福祉 地域福祉・
セーフティネット 高齢者福祉 障害者福祉

健康・医療 健康づくり・
生涯スポーツ 医療

安心・安全 消防・救急 防災・治水 防犯・交通安全・
暮らしの安全

産業・労働 産業振興 雇用・労働者支援

まちの魅力 観光・文化財 鑑賞芸術・
競技スポーツ

文化的な暮らし 文化活動・生涯学習 男女共同参画・
多文化共生

行政経営改革 行政運営 財政運営 情報発信・
シティプロモーション

コミュニティ・
市民協働・官民連携

基本政策分野 政　策

市民が、将来も
ずっと暮らし続けるまち

名古屋圏で働く人が、
暮らしの場として憧れるまち

稲沢市が目指すまち

定住を希望する市民が多い

住宅の供給量が少ない

定住を希望する市民の転出 居住地として低い認知度名古屋市周辺都市の人口増

今後、加速化する人口減少

名古屋駅周辺の就労人口増加 市内の安定した雇用供給力

稲沢市の現状と展望

まちづくりに対する評価の高まりリニアインパクトに対する期待 人口減少に歯止めを
かけるチャンス

生活環境に対する市民満足度の向上

名古屋駅周辺
開発やリニア開業の
好影響を取り込む

名古屋駅から鉄道
アクセス10分圏の
ポテンシャルを
生かす

心地よく暮らせる
日常生活圏を
形成する

人口減少・超高齢
社会に対応した
社会システムを
形成する

名古屋圏における本市の存在感向上

まちづくりのコンセプト

住宅環境、子育て
支援、教育環境を
整備して若い世代を

惹きつける

施策のイメージ

基本政策分野の体系
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■まちの基盤づくり
緑を身近に感じる良好な住環境を形成するとともに、幹線道路の整備などにより市街地間の

連携強化と広域交通の利便性の向上を図る。
公園・緑地の目標として木曽川周辺の自然環境や公園・緑地、河川などの地域資源を引き続

き保全・活用するとともに、地域住民が愛着を持てる公園・緑地を整備することで、市民にとっ
ての憩い・交流の場所を創出する。

■生活環境
持続可能な社会の実現に向けて、自然環境の保全や循環型社会の形成に取り組む。

■子育て・教育
結婚、妊娠、出産、子育てに関する環境をより良いものにすることにより、子どもを安心し

て産み育てることができる社会の形成を図る。また、保育や教育の環境を地域と連携して充実
させることで、子どもの健やかな成長を支援する。

■健康・医療
生活習慣病などの発症・重症化を予防し、市民が生涯いきいきと健康に暮らすため、健康を

支える環境づくりとスポーツ活動に気軽に取り組める機会づくりに取り組む。

■安⼼・安全
大規模地震や集中豪雨などの自然災害、特殊詐欺などの犯罪、交通事故などから市民の生命、

身体及び財産を守るため、関連機関との密な連携、地域の消防・防災・防犯力の強化、適切な
初動対応に重点を置き、安心して安全に暮らせるまちづくりに取り組む。

■まちの魅力
市民が文化的で豊かな暮らしを実現するためにそれらを気軽に体験できる仕組みをつくると

ともに、地域が一体となって知名度向上と観光振興に取り組むことで、市外からも訪れたいと
思われる魅力あるまちを目指す。

２）基本政策分野別の方針（抜粋）



9

第
１
章

上
位
・
関
連
計
画
の
整
理

■基本方針
本市の特徴である地域の良好な自然環境の保全に配慮しつつ、豊かな市民生活の実現や産業

経済活動の振興のため、土地利用の誘導を目指し、住・農・商・工の調和の取れた潤いと活力
のある都市の形成を図る。

■ゾーン別基本方針
○市街地ゾーン

・道路、上下水道、公園・緑地などの都市施設の充実を図り、環境や景観に配慮した住み
良い住宅地を形成。

・稲沢市のブランドイメージを高めるため、名鉄国府宮駅周辺の再整備に優先的に取り組
み、低未利用地＊の解消及び土地の高度利用＊を進めることで、中心市街地として魅力
ある都市空間を創出。

○田園居住ゾーン
・名鉄国府宮駅、ＪＲ稲沢駅以外の鉄道駅周辺や市街化調整区域＊に点在する既存集落・

住宅団地については、地区計画＊や条例制定などにより住宅の建設を誘導するなどして
人口の流出防止を図ることにより、地域コミュニティの維持に努めるとともに、周辺の
営農環境と調和した良好な集落を形成。

・効率的な農業経営を図るための農地の集約を推進し、適切に農地を保全。

○緑地ゾーン
・木曽三川公園周辺地域の自然環境を保全するとともに、サリオパーク祖父江＊周辺地域

を「広域レクリエーション拠点」として、余暇活動や自然とのふれあいの場として活用。

３）土地利用の方針

広域幹線交通軸
ＪＲ東海道線
新幹線
名古屋鉄道
市街地ゾーン

緑地ゾーン
住居系市街地の誘導方向
都市拠点
広域レクリエーション拠点

田園居住ゾーン
工業ゾーン

土地利用ゾーニング図
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２．関連計画の整理

都市緑地法等の一部を改正する法律
公園・緑地などのオープンスペースは、良好な景観や環境、にぎわいの創出など、潤いのある豊か

な都市をつくる上で欠かせないものであり、また、災害時の避難場所としての役割も担っています。
都市内の農地も、近年、住民が身近に自然に親しめる空間として評価が高まっています。

このように、様々な役割を担っている都市の緑空間を、民間の知恵や活力をできる限り生かしなが
ら保全・活用していくため、都市緑地法＊等の一部を改正する法律及び関係政省令が、2017（平成
29）年６月15日に施行されました。（一部については2018（平成30）年４月１日施行）

■都市公園法など
○都市公園＊で保育所などの設置を可能に（国家戦略特区特例の一般措置化）
○民間事業者による公共還元型の収益施設の設置管理制度の創設
　・収益施設（カフェ、レストランなど）の設置管理者を民間事業者から公募選定
　・設置管理許可期間の延伸（10年 → 20年）、建蔽率の緩和など
　・民間事業者が広場整備などの公園リニューアルを併せて実施
○公園内のＰＦＩ＊事業に係る設置管理許可期間の延伸（10年 → 30年）
○公園の活性化に関する協議会の設置

■都市緑地法
○民間による市民緑地の整備を促す制度の創設
　・市民緑地の設置管理計画を市区町村長が認定
○緑の担い手として民間主体を指定する制度の拡充

・緑地管理機構＊の指定権者を知事から市区町村長に変更、指定対象にまちづくり会社など
追加

■生産緑地法、都市計画法、建築基準法
○生産緑地地区＊の一律500㎡の面積要件を市区町村が条例で引下げ可能に（300㎡を下限）
○生産緑地地区＊内で直売所､ 農家レストランなどの設置を可能に
○新たな用途地域＊の類型として田園住居地域を創設
　（地域特性に応じた建築規制、農地の開発規制）

■都市緑地法
○市区町村が策定する ｢緑の基本計画｣（緑のマスタープラン）の記載事項を拡充
　・都市公園＊の管理の方針、農地を緑地として政策に組み込み
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